


く、社員を守り、彼らの将来に夢の
ある形を提供したい。
⼤⼯を中⼼としてこれまで築き上げ
た技術をさらに⾊々な⾯で、⼤きく
拡⼤したいというのが⼀番の⽬的で
した」という。
今回のM&A実⾏にあたっては、社
員、⼤⼯みんなに恩恵のある形にし
たいと事前に会社の株式を全員に与
えた。⼀番業績の良い時期だったこ
ともあり、みんな何も不安はなかっ
た。むしろ、社員、⼤⼯・職⼈にと
っては、思ってもいなかった恩恵を
得ることができ、みんなに喜んでも
らうことができた。
資本提携後の⾝分も全員今のままで
保障された。吉瀬社⻑も最低あと2
年代表取締役社⻑として、その後も
会⻑などのポストも約束された。
将来のビジョンとしては、今まで積
み上げてきたコアー建築⼯房の地域
でのブランド、実績を拡⼤し、さら
に事業内容も、活動エリアも拡⼤す
るという⽅向が、資本提携した会社
の⼤きな資⾦、体制によって実現可
能である。
⼤阪北部を拠点にする提携先のゼネ
コンの⼒によって、今まで⼤阪南部
が中⼼だったコアー建築⼯房の活動
エリアは⼤阪北部から阪神間へ、さ
らに将来、東京にも本店を持つゼネ
コンの基盤によって、関東にも進出
ということも可能になった。

「私は今66才。あと10年もこの
まま社⻑を続けるというわけには
いきません。
早急に後継者を決めなければとい
うことで、まず社内でこの社員を
と、⽩⽻の⽮を⽴てた時もありま
す。外部からも、まだ経験の浅い
娘を後継者として育成したら、と
いう声も何⼈かアドバイスをいた
だきました」という。⼀⽅でM& 
Aという⽅向も検討し、何社かと
交渉したが、会社のこれまで蓄積
してきたものを本当に将来活かし
てもらえるか、社員にとって良い
⽅向が考えられるかという視点で
⾒ると、どうしても不安が残りこ
れという会社に恵まれなかった。

今のまま継承、今のまま継承、
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しかし、今回決定した会社からは
「今のままでいい。会社名もその
ままで、今のコアー建築⼯房の事
業の形をどんどん⼤きくしていっ
て欲しい。将来の形についても、
全て吉瀬社⻑の想いをそのまま継
承していきます」と⾔っていただ
き、ほぼ100％こちらの考え⽅、
⽅向で合意できた。
「私の個⼈的な利益、収⼊ではな
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2〜3年前から2〜3年前から
考えていたこと考えていたこと

「突然このような時期に、こう
いう発表がされたから皆さん驚
かれたようですが、別にコロナ
の時期だから、これからどうし
たらいいのか、どうしようかと
思ったわけではないのですよ。
3年ほど前からコアー建築⼯房の
将来について、ずっと模索して
いました」と⾔う。
コアー建築⼯房は、1989年(平
成元年)吉瀬社⻑が創業者として
設⽴してから、今年で32年。
「⾃分で⾔うのは⾃慢めいてい
やらしいのですが、コアー建築
⼯房は、この32年間⼀度も⾚字
を出したことはありません。ま
してや、この3年間は、最⾼の売
上、利益を続けています」。
そんな時に、M&Aというニュー
ス。平たく⾔えば、中堅ゼネコ
ンによる吸収・買収である。
しかし、実はこのM&Aはコアー
建築⼯房から前向きに発信し、
この2〜3年間何社かとの交渉が
あった。その結果、吉瀬社⻑の
⾔葉を借りると、「まさに縁が
あったというほかない、とても
良い相⼿に恵まれた」という。

コロナ渦に翻弄された2020年。
まだ終息の兆しは⾒えない。世
界中が、その闇の中でこのトン
ネルから抜け出そうと様々な⼯
夫・努⼒をしている。
本来の活動を我慢しながら、し
かし、この中でも⽣きていける
⽅向を模索している。残念なが
ら市場から撤退していかざるを
得ない企業も増えている。
そんな中、この夏、我々「地球
の会」に電撃的なニュースが⾛
った。
副理事⻑を務めてもらっている
コアー建築⼯房が⼤阪の中堅ゼ
ネコンと資本提携、いわゆる
M&Aというニュースだ。
「えっ︖」「どうして︖」と、
⻘天の霹靂とでもいうような衝
撃の声が、全国あちこちの会員
さんから事務局に寄せられた。
そこでその真実を、その背景、
⽬的、今後を確認するために、
当事者であるコアー建築⼯房の
吉瀬社⻑に直接インタビューを
した。
そこには、我々「地球の会」メ
ンバーにとって、その将来に⼤
きな⽰唆となる⽅向が⾒えた。
以下、吉瀬社⻑へのインタビュ
ー概要である。

⼜、今回のM&Aによって、ゼネコ
ン⾃⾝も懸案となっていた「⽊造
分野」そして「B to C」という新し
い、⼤きな事業⽅向を⼀気に進める
ことが可能、ということにもつなが
った。

事業の継続・拡⼤の形、事業の継続・拡⼤の形、
⼀つの参考に⼀つの参考に

吉瀬社⻑は最後に、「今はとても変
化の激しい時代です。今までの路線
の上で、事業を継続、拡⼤していく
ことは、これからとても難しくなる
と思います。
当社でも⽊造⼤型物件獲得の⽅向も
⾊々検討し、これまで何軒か話があ
りましたが、いざとなると資⾦⼒、
体制⾯、技術⼒などで話が消えてい
きました。とてもそう簡単ではない
ことがわかりました。
ところが、今回このような形になっ
た途端、これまでなかったような⼤
型物件が受注できました。同じよう
な事業変化に対応しようと苦労して
いる地域⼯務店も多いと思います。
いかに社員、職⼈、技術を守りなが
ら事業を守り、拡⼤していくか、そ
の⽅向を考える⼀つの形として、こ
ういう形もあるということを参考に
していただければと思います」と、
我々「地球の会」メンバーへのメッ
セージをいただきました。
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中堅ゼネコンとの資本提携に、新たな方向を見出した
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